
α)

新聞

.一..__.JムDDQ__第一6.号.一_.....一.___

1994年9月25日発行

JADDO
アジアのこども達を援助する会

レ

事務局:〒895髭児島県川内市神田町11-20

若栓記舗院となり寿泉堂薬局

TE王」,0996-20-]、402

ラオスの小学校は新学期…ド。ヵルム村へは途中の道が洪水で完全}、寸断さ
iれているために行くことができません。こちらの洪

ラオス9月から新しい学年が始まります。新学期i水は雨季が終わるまでにゆっくりと引いていくので

いつ行けるのかわかりません。今年は10年ぶりのにあわせて労」杁鉛筆を供与しました。

今年力」ら小学校教育に世界開発銀行から大きな援i大雨らしく、メコン河近郊の田が大被害で今後の米

したので購買の強制もできず、先生たちの
嘩.騨畢

授業は教科書なしで行なわれていました。廻
しかし今年は全国の1年生に国語と算数の

教科書が無料で配布され、来年は2年生へ匙

羅遜欝謙轟勢
ので今年の新入生は3週間遅れで入学でし

た。そこで、文房具と一緒に教科書を届け

る予定でしたが先生たちと相談して、無料至

 罐鋸朧講異認譲鋸呈嚢灘ρ
しました。融、

ホンケ村小学校とタラート村小学校へは

全校児童に一人あたりノート1冊と鉛筆2鑑
本ずつを届けました。少けずっでしたが大

助が入りました。これまでも文部省作成の教科書はi供給が心配されています。

ありましたが特に配柚されず又・有料で【珊

臨鼻

,

「

_し

変喜んでもらえました。鉛筆の空き箱を筆箱として使うからと取合になり、おおわぎでした。
 ・.ホγケ小学校では児童一人一人に文房具を手渡しました。1年生の分は校長先生に預けました。この日

テ、レビを持って行きピーターパンのビデオを観てもらってから食事の前の手洗いの話をしました。ピータ
ー鳳ンは夢中で体を乗り出して観てくれました。この小学校ではJADDOの援助の他にPTAがお金をラ

集めて電気をひきました。

1994年7月8日南日本新聞よりこの他鹿児島経済新聞にも同様内容の記事が掲載されまし準。
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◇JADDOのあゆみ◇1

帖佐さんがタラート村小を訪問i
ホンケ村小に校舎壁補修顕を提助'i
帰国後「JADDO」を発足i

ドンカラム村小を訪閻、鉛筆やノートを渡すi

 票ζ篇腱翻謹貴を既…
ドンヵラム村iJVX井戸掘り蟄用を援助i
タラート村小へ学用品を届けるi
佑佐さんがラオスに転注:,i
.h・.ンカラム村小の井戸力焼成i

1,..…愁襟蚤L_烈塑庶璽翼地スタディLツアーを予足
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「会員数入がラオスを訪問予定」の誤りです。記事の枠内に「現地スタディーツアー」とありますが、


